



















　潜在意識 subconscious、 キャリア形成 career formation、テキストマイニ










































































































































































第３クラスターは〔９就職〕〔10 仕事〕〔11 大学〕〔12 入る〕から＜ライフイ
ベント＞とした。第４クラスターは〔13 言葉〕〔14 使う〕〔19 多い〕等のキー
















　 抽出語 頻度 　 抽出語 頻度 　 抽出語 頻度
とりあえず 862 言う 72 イメージ 31
する 653 多い 58 物事 31
思う 411 大学 57 自身 31
言葉 321 今 55 目標 29
自分 213 行動 54 生活 29
使う 206 就職 51 便利 28
考える 114 仕事 48 友達 24
良い 99 行く 48 勉強 24
意味 89 考え 39 将来 23
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を認識する過程












































































































































現時点で言えることは（at the present for now）」のニュアンスを含む新しいトリア
エズを指摘する。
５）本分析で使用するKH Coderでは、テキストが品詞分解され、重要関連キーワードの
中で出現回数の多いものを優先度の高い順に自動抽出していくため恣意的になりにく
い反面、分析結果に問題関心と関係ない語や無意味な語まで含まれてしまい頑強性の
点で盤石とは言えない（樋口2004、知的財産情報検索委員会第１小委員会2012）。
６）実施日時は、順に2012年５月、2011年６月、2010年10月であり、原稿用紙１枚を配布し、
400 ～ 600字程度で自由に記述させた。
７）こうした行動ありきの考え方に類似するものとして、坂上（1992）では、意欲を強化
するための方法に、働きながら生きがい感を引き出す「目的自覚法」を唱えている。
８）人間が本来兼ね備えている潜在意識の積極的活用による作業効率化や能力発揮の極意
を示した研究も幾つか存在する。例えば、Maxwell（1969)、坂上（1992）、齋藤（2007）、
マクスウェル（2012）等。
（なかしま　つよし　本学准教授）
